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（2） a. 太郎は教科書から重要な部分を書き抜いた。4 ［本動詞（としての意味）］ 
 b. 太郎は長編小説を書き抜いた。   ［アスペクト］ 
（3） a. 太郎は床板を踏み抜いた。   ［本動詞（としての意味）］ 
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応関係に関わらせることができない等の根拠から、V1 と V2 が語彙部門で派生した“一つ
の語”であると分析している。一方、統語的複合動詞は V1 を照応関係に関わらせることが




 a. 語彙的複合動詞：私が飲み歩く  → *5彼もそうし歩く 
 b. 統語的複合動詞：私が飲み始める  → 彼もそうし始める 
 
（4a）「飲み歩く」が酒類に限定されるのに対し、（4b）「飲み始める」は飲む対象が限定
                                                   
5 *（アスタリスク）は非文であることを示す。 
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
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されない。このように語彙的複合動詞は意味の不透明化や語彙化が進んでいるのに対し、





（5）重複構文  a. 語彙的複合動詞：*トーナメントを勝ちに勝ち抜いた。 
     b. 統語的複合動詞：彼女は結婚問題で苦しみに苦しみ抜いた。 













「～ぬく」の複合動詞 自動詞か他動詞か 意味特徴 
対象「を」  ～ぬく 
板を    打ちぬく 





1．人が 対象［を］ ～ぬく 
親が 子を   鍛えぬく 
 人が     ～ぬく 




2．人が     ～ぬく 
若者が    悩みぬく 
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2.3 影山（2013）・複合動詞レキシコン 






























                                                   
7 語彙的アスペクト（Aktionsart アクツィオンスアルト；動作の様態（manner of action）、動作の方式）
とは、完了・未完了といった時間的なアスペクトに限られず、広く「事態の展開の仕方」を表す概念であ
る。（亀井他 編著 1996） 
8 ここでは前項動詞が接頭辞化した「ぶち抜く」、一語化し語が固定されている「出し抜く」は除外して
いる。「粘り抜く」は VV・Vs の両タイプに属している。「粘り抜く」は 1 語と数え、本文では異なり語








（thematic compound verbs） 
V1、V2 ともに主題関係（項関係）を持ち、
V1 は V2 を様々な意味関係で修飾する。 
アスペクト複合動詞 
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（8）「V-抜く」―『複レキ』に掲載されている語彙的複合動詞 
主題関係複合動詞（VV）     アスペクト複合動詞（Vs） 
射抜く ［他］9 染め抜く［他］  生き抜く［他］ 
打ち抜く［他］ 突き抜く［他］  勝ち抜く［他］［自・意］ 
選び抜く［他］ 粘り抜く［他］［自・意］  困り抜く［自］ 
選
え
り抜く［他］ 引き抜く［他］  攻め抜く［他］ 
追い抜く［他］ 踏み抜く［他］  粘り抜く［他］［自・意］ 
書き抜く［他］ 掘り抜く［他］  走り抜く［他］［自・意］ 
切り抜く［他］ 選
よ
り抜く［他］  見抜く ［他］ 

















を分類して、語義の枠の下（「追い抜く」は左側）に［ ］ で示した（図 1 では「V-抜く」
の後項動詞の語義になっているもののみ、語義・文型・例文を記載した）。ただし主題関係
複合動詞「書き抜く」の「文章の一部を抜いて書く（抜き書きする）（『複レキ』）」という
意味は、図 1 の語義の中に対応するものがないため記載していない10。  
                                                   
9 『複レキ』では自他を以下の 3 種類に分類している。 
自動詞  ：ヲ格をとらない動詞（「道を歩く」のように移動経路のヲ格をとる場合は自動詞） 
自動詞・意志 ：意志をもつ名詞を主語にとる自動詞 
他動詞  ：「N ガ (N ニ) N ヲ」の格パターンをとる動詞  （『複レキ』操作説明書より） 
操作説明書に言及はないが、ここでの「自動詞」は「自動詞・無意志」を示す（神崎 2013：444）。 
10 「書き抜く」は「１ ものの一部の分離」や「５ 選択による分離」の意味に近いが、例えば「重要な
部分を書き抜く」のように元々の位置から「重要な部分」がなくなるわけではないため、これらのグルー
プの本動詞の意味とは正確には一致しない。 
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（10） a. コンセントを抜く。 推察される起点→プラグから 
 b. 歯を抜く。  推察される起点→歯茎から 




概念を LCS で示すと（11）のような表記が考えられる。 
 
（11）ものの一部の分離「抜く」の LCS 
［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE NOT AT w(∈ y)］］ 
例：太郎が鞘から剣を抜いた。 
［x 太郎ACT ON y 剣］CAUSE［y 剣BECOME［y 剣 BE NOT AT w 鞘(∈ y 剣)］］ 
 
                                                   
11 LCS の定義は影山（1996、2008）に従う。 
12 出典を示す現代語用例は、国立国語研究所,Lago 言語研究所『NINJAL-LWP for BCCWJ』による。 
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（11）の LCS を、例を用いて説明すると、太郎が剣に対して抜くという動作を行った（［x




役述語 CAUSE によって結び付けられることにより、一つの使役事象を表している。w(∈ y) 
の部分は＜起点＞に現れる名詞句の性質として「w は y をその一部として含んでいる（w
∈ y）」ということを表現している。このような名詞の性質を LCS 内で示すことはあまり
ないが、「ものの一部の分離」「抜く」の特徴を示すため筆者が導入した。 




合動詞は V2 が持ついずれかの様態成分に V1 の LCS を代入することで V1 は V2 を手段・
原因・様態など様々な意味関係で修飾している解釈を得るという分析を示している（12）。
LCS の代入という形で「V-抜く」の LCS を示すと（13）の形が考えられる。 
 
（12）x が y を押しつぶす。（手段の解釈） 
「つぶす」の LCS：［x ACT＜Manner＞］CAUSE［y BECOME［y BE NOT AT WHOLE］］ 
     
            「押す」の LCS      （影山 2013：23） 
（13）太郎が大根を引き抜く。（手段の解釈） 
抜く：［xi ACT ON＜Manner＞ yj］CAUSE［yj BECOME［yj BE NOT AT w(∈ yj)］］ 
     
引く：［xi ACT ON＜PULLING＞ yj］  項構造：＜xi「太郎」＜yj「大根」＞＞ 





の項 x・y と同定され、項構造へと連結されている（iおよび jは同一指標を示す）。＜起点
＞となる w は「地面から」「畑から」など随意項として具現化することもできる。（8）で
挙げた動詞では「切り抜く」もこの LCS で分析可能である。 
 以上、3.1 では「ものの一部の分離」を表す「抜く」が＜動作主＞＜対象＞＜起点＞を
表すことができるという統語構造から LCS を提案し、「引き抜く」「切り抜く」が「抜く」
の LCS 中の ACT ON に対する様態成分に V1 の様態を挿入するという形で分析が可能で
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 










にした。（クロワッサン, 2002, 一般．下線・上付き文字・（ ）・【 】は筆者による） 
 
「ものの一部の分離」を表す「抜く」と異なり（14）では随意項の＜起点（～から）＞が
現れない。このことから LCS の状態部分には前節で分析したような＜起点＞と結び付く w
は現れないと考えられる。具体的には［y BE NOT AT w(∈ y)］の部分である。図 1 の「９ 
貫通（空洞を生じさせる）」の語義を見ると「人・ものが、力を加えてものの一部を貫通さ
せる」とある。「ものの一部の分離」では、分離される＜対象＞（y）は＜起点＞となる全





（15） a. ペットボトルの底を抜いた。   （「底」は「ペットボトル」の一部） 
 b. 廊下の壁を抜いた。    （抜いた部分は「壁」の一部） 
 c. クッキー生地を丸形に抜いた。 （抜いた部分は「クッキー生地」の一部） 
 
無理に＜起点（～から）＞を具現化させると「ペットボトルからペットボトルの底を抜い














る見通しがあるため、重要な指摘として 4 節で LCS とは別の扱いで取り入れさせて頂いた。なお、「貫通
（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」は＜対象＞y の状態変化として LCS 上で表現が可能である（3.2
参照）。 







［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE AT PIERCED］］ 
例：太郎が床を抜いた。 
［x 太郎ACT ON y 床］CAUSE［y 床BECOME［y 床 BE AT PIERCED］］ 
 




抜く：［xi ACT ON＜Manner＞ yj］CAUSE［yj BECOME［yj BE AT PIERCED］］ 
     
射る：［xi ACT ON＜SHOOT＞ yj］  項構造：＜xi「太郎」＜yj「的」＞＞ 
   
「打ち抜く」「踏み抜く」もこの LCS で分析可能である。 
 以上、3.2 では、「貫通（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」が＜動作主＞＜対象＞を
表し、＜対象＞の状態が変化する（貫通された状態になる）ことから状態部分に「PIERCED」
という定項を挿入した LCS を提案した。またこの LCS に V1 の様態を挿入するという形




抜く」の意味を、LCS を用いて分析した。しかし、これらの意味を特徴づける［y BE NOT 
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洞を生じさせる）」を捉えなおし、アスペクトを表す「V-抜く」との関連を分析する。 
 影山（1996）では外界と文法との関係を図 2 のように示している。 
 

























   ③-A：釘の視点：木材の内部と外部の境界を越える。 




（［x ACT ON y］）、③の「釘が木材から分離するという状態変化（［y BECOME［y BE NOT 
AT w(∈ y)］］）」である（19）。②-1「一方向への移動」や釘の視点から見た③-A「内部と
外部の境界を越える」、木材の視点③-B「釘が刺さっていない状態になる」という部分は
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現実事象には存在していても言語化はされていない。（18）のイメージを図 3 に示す。 
 
（19）ものの一部の分離「抜く」の LCS 
［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE NOT AT w(∈ y)］］ 
   ②-1 の一部            ③      ① 
      
図 3 「ものの一部の分離」を表す「抜く」の現実事象イメージ （「釘を抜く」14） 
静止状態 過程 結果状態 


























る）」、アスペクトを表す「V-抜く」につながるプロセスを 4.2 および 4.3 で考察する。 
 
4.2 「貫通（空洞を生じさせる）」の現実事象 
 3.2 では、「貫通（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」の LCS として＜対象＞自体が貫
                                                   
14 イメージ図上で＜動作主 x＞が使用している道具（釘抜き）は本動詞「抜く」からアスペクトを表す
「V-抜く」への意味の派生に直接関与しないため、記述上では省略している。図 4 も同様である。 











［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE AT PIERCED］］ 
 
「貫通（空洞を生じさせる）」が「ものの一部の分離」からの派生であるとすると［y BE NOT 






「貫通（空洞を生じさせる）」の現象事象は図 4 のように捉えられる。 
 
図 4 「貫通（空洞を生じさせる）」の現実事象イメージ（「クッキー生地を丸型に抜く」） 



























y y y 
x 
x 
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（22）「貫通（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」の現実事象 





 4.1 および 4.2 で見た本動詞「抜く」の現実事象がアスペクトを表す「V-抜く」の「貫徹」
「極度」の意味にどのようにつながるかを本節で分析する。（23）に「貫徹」の例を示す。 
  
（23） a. 太郎は 3 日間走り抜いた。 


















達点を越える、ということである15。このイメージを示すと図 5 のようになる。図 5 は「「太
郎が走る」という事象自体を＜動作主 x＝太郎＞の心理的な到達点の方向へ向かわせよう
と働きかける過程を経て、心理的な到達点を越える」ことを表している。図 5 中の矢印は




                                                   
15「心理的な到達点」は、客観的な期間や距離など時間的また物理的なゴールと同一である場合もある。 
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
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ここからアスペクトを表す「V-抜く」の現実事象は（24）のように記すことができる。（24）
を踏まえると LCS としては（25）のような構造が想定できる。 
 









a. e1：V1 の LCS：便宜上 e1と表記しておく 
b. 「V-抜く」の LCS 
e1 BECOME [e1 BE AT BEYOND-x’s MENTAL TERMINUS] 
 
（25）はある事象(e1)が x の「心理的な到達点」を越えた状態（e1 BE AT BEYOND-x’s 
MENTAL TERMINUS）になる（BECOME）ことを表している。状態変化の LCS の中




（26） a. ?? その選手はゴール直前まで走り抜いた。 





































                                                   





 a.  AND THEN THERE WERE NONE（Agatha Christie の小説）／そして誰もいなくなった。 
 b. ［授業の始めに先生が］Where are we now?／ 前はどこまで行きましたか？ 
 c. Don’t be cross with Robert. (Hemingway. The Sun Also Rises)／ロバートに腹を立てないで。 
これらの例では、「日本語の動詞が状態変化の途中過程を描写するのに対して、英語では be 動詞が使われ












a. 生き抜く To continue living to the end, without dying in difficult circumstances. 
b. 走り抜く To run to the end.                                          「thinks. 
c. 困り抜く To be vexed but unable to see any solution no matter how much one  
（28）アスペクトを表す「V-抜く」の中国語19 
a. 生き抜く 坚决地活下去（断固として＜坚决地＞ 生き続ける＜活下去＞） 
b. 走り抜く 跑到最后（最後まで＜到最后＞ 走る＜跑＞）／跑完（走り終わる） 

























                                                   
19 日本語に対応する中国語は中国語母語話者（中国雲南省出身・20 代・男性）に協力頂いた。 
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図 6 本動詞「抜く」からアスペクトを表す「V-抜く」への派生 
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ものの一部の分離 
x の y に対する一方向への働きかけの過程を
経て、ある境界を越えると w の状態が変わる。 
貫通（空洞を生じさせる） 
x の y に対する一方向への働きかけの過程を






［ x ACT ON y ］ CAUSE ［ y 
BECOME［y BE NOT AT w(∈ y)］］ 
［ x ACT ON y ］ CAUSE ［ y 
BECOME［y BE AT PIERCED］］ 
e1 BECOME [e1 BE AT BEYOND- 
x’s MENTAL TERMINUS] 
 
